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一 

 



 

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
日
開
通
予
定
の
本
州
四
国
連
絡
橋
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト
に
つ
い
て
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
は
、
去
る
五
月
二
十
五
日
に
同
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト
の
道
路
名
を
「
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
」
と
決
定
し
た
。
ま

た
、
鉄
道
名
に
つ
い
て
は｢
本
四
備
讃
線｣

と
決
ま
る
可
能
性
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
名
の
発
表
以

来
、
地
元
で
は
、
広
く
親
し
ま
れ
呼
称
さ
れ
て
き
た｢

瀬
戸
大
橋｣

と
い
う
名
称
が
公
式
に
使
用
で
き
る
の
か
ど
う

か
心
配
さ
れ
て
い
る
。 

一

1 

本
州
四
国
連
絡
橋
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト
の
橋
全
体
の
総
称
を
、
全
国
的
に
知
れ
渡
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

｢

瀬
戸
大
橋｣

と
い
う
名
称
に
命
名
し
て
は
ど
う
か
。 

2 

案
内
標
識
板
等
に｢

瀬
戸
大
橋｣

名
を
使
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
。 

以
下
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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四 

3 
各
種
公
的
出
版
物
に
は
「
瀬
戸
大
橋
」
名
を
使
用
し
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
。 

二 

観
光
対
策
と
地
域
活
性
化
の
促
進
と
い
う
視
点
か
ら
、
同
橋
梁
に
照
明
設
備
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。 

設
置
す
る
と
し
た
ら
、
い
つ
か
ら
工
事
を
始
め
る
の
か
。 

三 

開
通
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
同
橋
上
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
い
と
の
地
元

要
望
が
あ
る
が
ど
う
か
。 

四 

開
通
記
念
と
し
て
記
念
切
手
を
発
行
す
る
用
意
は
あ
る
の
か
。 

五 

明
年
三
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
る｢
瀬
戸
大
橋
博

88
岡
山｣

会
場
ま
で
の
本
四
備
讃
線(

茶
屋
町
―
児
島)

を
三

月
二
十
日
ま
で
に
一
部
開
通
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、
本
四
備
讃
線
を｢

瀬
戸
大
橋
線｣

と
命
名
し
て
は
ど
う
か
。 

六 

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
通
行
料
金
は
い
く
ら
に
す
る
の
か
。 

そ
れ
は
、
何
を
基
準
に
し
て
決
め
、
い
つ
頃
ま
で
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


